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本物のフランチャイズ・ビジネスの、普及・啓蒙活動を通して社会に貢献する事を経
営理念とする、日本フランチャイズ総合研究所が発信するフランチャイズ・ニュース
です。

最新のフランチャイズ業界情報から、記事の裏側まで、業界に精通したコンサルタン
ト達が、皆様のお役に立つため、ちょっと役立つ情報をご提供いたします。
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● Chapter 01 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 業 界 ニ ュ ー ス ≫

「 ポ ジ テ ィ ブ リ ス ト 制 度 」

さまざまな食品が我が国に輸入されるなど、食品流通がグローバル化する中で、
2006 年５月より、食品の農薬等残留基準がネガティブリスト制度からポジティブリス
ト制度に変わりました。

ネガティブリスト制度とは、規制すべき農薬、飼料添加物、及び動物用医薬品（農
薬等）をリストにし、そこに記載されたものだけに残留基準を定める制度です。いわ
ば消極的（ネガティブ）な食品安全規制です。

この制度だと、リストに載っていない農薬等、すなわち残留基準の定められていな
い農薬等が、ある食品から検出されたとしても、基本的には規制の対象外となり、そ
の食品の流通を規制することはできませんでした。



ところが、昨今は、食品衛生法で残留基準が定められていない農薬等が我が国の内
外で数多く使用されており、従来のネガティブリスト制度では、もはや私たちの「食
の安全」は保障できなくなってしまいました。

そこで、食品の安全性を確保するために、03 年に食品衛生法が改正され、薬事･食
品衛生審議会で審議が重ねられ、内閣府食品安全委員会の調査審議を経て、05 年から
ポジティブリスト制度が導入されたのです。

一言でいうと、どのような農薬であれ、一定量を超えて食品に残留すると、その食
品の流通は原則として禁止されることになったのです。つまり、規制の網を全ての農
薬等にかけるという積極的（ポジティブ）な食品安全制度です。

ポジティブリスト制度の構成は次のようになっています。まずネガティブリストで
残留基準が設定されていた農薬等 283 品目については、ポジティブリストでもその基
準が適用され、基準値を超えるとその食品の流通は禁止されます。

ネガティブリストで基準が設定されていなかった農薬等については、次の３つのう
ちいずれかの方法が適用されることになりました。

１つは、科学的な評価を基に設定された国際基準等を参考にして、新たに暫定基準
を設定したことです。この結果、上記 283 品目に加えて合計 799 の農薬等に残留基準が
設定されました。

２つ目は、参考になる国際基準や外国基準のない農薬等には、0.01ppm という一律
基準を設定し、これを超える食品は流通禁止になりました。

３つ目は、明らかに人の健康を損なう恐れがないものは規制対象外となりました。
亜鉛、アンモニウム、硫黄、カリウム、カルシウム、鉄、乳酸、尿素、ヨウ素などの
65 物質です。

ポジティブリスト制度で特に注意しなければならないのは、農作物への農薬散布で
す。農薬の残留基準は作物ごとに違うので、例えば農薬Ａの残留基準がナスに対して
は 2ppm、トマトに対しては一律基準の 0.01ppm としましょう。ナスとトマトの畑が隣
接していたら、ナスに散布された比較的濃度の高い農薬Ａが、隣のトマト畑の飛散し
てトマトに付着するかもしれません。そうなると、このトマトは基準濃度以上の農薬
Ａが残留しているとして、流通を禁止されてしまいます。

しかし、この厳しい制度で国内農産物の安全性が高まり、ひいては消費者の信頼を
高めることになるのですから、農業生産者にとって決してマイナスではありません。

消費者も厳しくなった規制のおかげで、国内外の生鮮･加工食品にひとまず安心と
いうことになります。さらなる安心は制度の適正な施行と消費者の冷静な対応にかか
っているといえるでしょう。

(FRANJA Nov2007 より引用)

● Chapter 02 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ ア メ リ カ の 最 新 事 情 ≫

----------------------------------------------------------- 第 ９ 回 -----
【 サンタモニカ（SANTA MONICA）<1> 】

----------------------------------------------------------------------------

太平洋沿岸の代表的なビーチは、北から「マリブ（MALIBU）」「サンタモニカ
（SANTA MONICA）」「ベニス（VENICE）」「マリナ・デル・レイ（MARINA DEL

REY）」「マンハッタン（MANHATTAN）」「ハモーサ（HERMOSA）」「レドンド
（REDONDO）」「ロング（LONG）」「サンセット（SUNSET）」「ハンティントン
（HUNTINGTON）」「ニューポート（NEWPORT）」「ラグナ（LAGUNA）」「ラ・ホーヤ
（LA JOLLA）」「ミッション（MISSION）」などがあります。



その１つの「サンタモニカ」は、昔からカリフォルニアの人気トップクラスのビー
チリゾートとして知られていて、海岸沿いにある公園から、ジョッギング・コースや
サイクリング・コースがあって、時間を気にせず日光浴をしたり、海を眺めながらお
茶を飲んだり、あるいは夜はトロピカル・ドリンクを傾けたりして、食事を楽しめる
開放的な気分になれる所です。

「サンタモニカ」は、ブティツクやレストランが並びフアッショナブルな街として
知られています。大型ショッピングセンターとしては、「サンタモニカ・プレイス
（SANTA MONICA PLACE）」があり、北側には「サード・ストリート・プロムナード
（THIRD STREET PROMNADE）」と、南側の「メイン・ストリート（MAIN ST）」は
個性のある店が軒を並べています。

また、「オーシャン・アベニュー（OCEAN AVE）」を北上すると「マリブ」に行く
が、道路沿いには特徴あるレストランが数多くあり、この地域の海岸沿い高級住宅地
の方々のご用達になっています。

［サンタモニカ・プレイス］

「サンタモニカ・プレイス」は、高級住宅地の多い海浜リゾート地域で唯一のショ
ッピングセンターで、「オーシャン・アベニュー」「サード・ストリート・プロムナ
ード」「メイン・ストリート」と共に、一大ショッピングとレストランで構成されて
います。

「サンタモニカ・プレイス」は、建築家フランク・ゲリーによって設計されたもの
で、モダンな外観の３階建てで、大きな天窓が空を仰ぎ自然光が入っています。特に
噴水のある中央広場はパティオ風で、３階まで吹き抜けになっていて、極めて明るい
ショッピングセンターです。専門店のテナント構成も揃っていますが、「フードコー
ト」の人気も高いのが特徴です。

［小売業］
キーテナントは、百貨店の「MACY’S」「ROBINSONS／MAY」で、主な専門店は次の

通りです。

（婦人服）◎ANN TAYLOR ◎CONTEMPO CASUAL ◎EXPRESS ◎THE LIMITED
◎VICTORIA SECRET ◎THE WHITE HOUSE

（紳士服）◎OAKTREE ◎STRUCTURE ◎CLUB MONACO

（美容と健康）◎BATH ＆ BODY WORKS ◎GNC ◎LE SALON

（宝石＆アクセサリー）◎AFTER THOUGHTS ◎SIMPLY STERLING

（子供服・玩具）◎GAP KIDS ◎GYMBOREE ◎KAY BEE TOYS

［フードコート］

「サンタモニカ・プレイス」の「フードコート」の特徴は、入口付近には、壁に地



元のアーチストの絵や写真が展示されています。この企画は「フードコート」で、
「ヤング・アーチスト・シリーズ」とネーミングされていて、２～３週間ごとに作品
を入れ替えています。「フードコート」のテナントは、地元の店が多く個性豊かでク
ォリティのレベルが高い。

◎BODACIOUS BUNS（シナモン・ロール）◎CALIFORNIA SQUEEZE（スクイーズ）
◎CARRILOS（メキシカン）◎CHARLIE KABOB（串焼き）◎CROISSAN DE PARIS
（クロワッサン）◎DAVID SMITH’S DELI（デリカテッセン）◎GARDEN GOURMET
（サラダ）◎GOLDEN SPOON（フライド・チキン）◎LE DOLCE（アイスクリーム）
◎MUSCLE BEACH BURGER（ハンバーガー）◎PUCCINI（デリカテッセン）
◎VILLA ITALIAN（イタリアン）

to be continued

● Chapter 03 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ ・ ビ ジ ネ ス の 歴 史 ≫

----------------------------------------------------------------------------
【 フ ラ ン チ ャ イ ズ 発 展 史 】

---------------------------------------------------------- 第 1 1 回 -----

［４］1950～1960 年代のアメリカ <1>

（１）第２次世界大戦後の社会的経済的環境

1945 年 11 月 25 日に国連憲章が発効し国連が発足しました。1947 年６月５日に国務長
官マーシャルによるヨーロッパ経済復興援助計画の発表と、12 月 23 日の対ヨーロッパ
援助法が成立し、NATO への協力といったように、海外援助が大きな経済政策の１つと
もなっていきました。

1950 年６月 25 日には朝鮮戦争が勃発、1951 年 10 月 24 日に終結しました。1957 年 10 月
に、ソ連の人工衛星スプートニクの打ち上げ成功に対して国民の動揺が起こりました
が、1958 年１月 31 日にアメリカも最初の人工衛星エクスプローラを打ち上げ、宇宙戦
争の時代に突入しました。1964 年８月にトンキン湾事件が起き、アメリカは実質的に
ベトナム戦争に介入を始めました。

社会的経済的環境は、戦後のベビーブームが起こり、医療の進歩により死亡率を低
下させ、人口が増加し、外国からの移民や避難民を含めて、1970 年にはアメリカの総
人口は２億人を超えました。また、人口移動もありました。まず太平洋や南西部は、
温暖な気候、安価な土地など立地条件に恵まれ、工場建設を中心とした人口の移動が
多く、特にカリフォルニア州の増加はめざましく、同州はアメリカの経済の中心にな
ってきました。

人口の移動は都市化現象を起こし、戦時景気で小銭を貯めた人の建売住宅の購入、
高速道路の発達と自動車の普及によって住宅の郊外化現象が起こりました。戦後やや
後退もありましたが、引き続く好景気は、アメリカ「豊かな社会」を築いていきまし
た。一般的にも収入は平均化し、テレビの普及と相まって、マスプロとマスセールの



大量消費時代となりました。

大学教育も門戸が大きく広がり、教育に関心をもちはじめ、第２次世界大戦や朝鮮
戦争への出征兵に対する「GI ビル」の権利の一つとして、大学進学費が与えられたの
も進学率が増加したのに大いに貢献しています。

また、戦後生まれのベビーブーマー達は、すでに豊かな時代に成長してきているの
で、大学進学は当たり前のコースとして中流化意識も大いに作用しているのでした。

（２）戦後のアメリカ小売業の旋風

1938 年のパットマンによる「チェーン・ストアに対する死刑宣告法案」は廃案にな
ったとはいえ、「Ａ＆Ｐ」「ウールワース」「J.C.ペニー」の戦前の代表的なチェー
ンは、第２次世界大戦後もパットマン後遺症によって急速な発展は見せませんでした
が、新たな業態の開発が行われました。

1948 年にユージン・ファーカフは、ニューヨークのマンハッタンに、ディスカウン
ト・ハウスの「E.J.コルベット（E.J.Korvette）」をオープンさせました。これは戦
後帰国した人たちに家庭づくりに必要な家庭電器製品を、メーカーの定価よりはるか
に安いディスカウント価格で販売しました。当然のことながら、メーカーや他の小売
業者から圧力がかかりましたが、これにめげませんでした。

さらに、1964 年、ユージン・ファーカフは、取扱商品の範囲を広げ、同じニューヨ
ークのロングアイランドに、「より多くの物をより安く」という「経営理念」のもと
に、「ディスカウント・ストア」をオープンさせました。

現在「ディスカウント・ストア」のトップにランクされている「ウォルマート
（Wal－Mart）」「K マート（Ｋ―Mart）」「ターゲット（Target）」は、1962 年に第
１号店をオープンさせ今日の隆盛を呼びました。

またメール・オーダー・ハウスから出発した「シアーズ・ローバック」や、総合衣
料品店から出発した「J.C.ペニー」は、日常家庭で使われる商品の総合的な販売する
新たな業態としての、「ゼネラル・マーチャンダイズ・ストア（GMS）」として生ま
れ変わりました。

1960 年代後半から始まった消費の大衆化は、ファッションを普及させました。総合
された店舗もさることながら、専門的に絞り込んだ専門店の「ニーズ」の高まりをみ
せたことが大きく専門店時代を創出しました。

「スーパーマーケット」は、第２次世界大戦後は、「セーフウエイ（Safeway）」
「クローガー（Kroger）」のナショナル・チェーンと一定の地域におけるローカル・
チェーンと２つの発展的プロセスを示しました。

一方、「百貨店」は「ディスカウント・ストア」や「ゼネラル・マーチャンダイズ
・ストア」の追撃を受けて後退を余儀なくされましたが、「ショッピングセンター」
の発展とともに復活してきたことは大いに注目されました。

（３）ショッピングセンター時代の到来



アメリカで最初に計画的な「ショッピングセンター」が建設されたのは、1920 年代
の中頃といわれていますが、本格的「ショッピングセンター」は、1950 年 J.B.ダグラ
スがワシントン州シアトル地区に「ノースゲート・ショッピングセンター
（Northgate Shopping Center）」をオープンさせ、これが今日のアメリカにおけ
る「ショッピングセンター」のモデルとして賞賛されているのです。

「ショッピングセンター」は、住宅の郊外化現象や消費の大衆化によって発展して
きたのでありますが、生活者のための計画的な商店街として、ワンストップ・ショッ
ピングという便利性とコンパリゾン・ショッピングの楽しさをつくりあげるために、
「百貨店」や「ゼネラル・マーチャンダイズ・ストア」をキイテナントとして、「バ
ラエティ・ストア」「ドラッグ・ストア」「専門店」「レストラン」その他の多様な
サービス機関を構成し、広大な駐車場で自動車客に便宜をはかり、いまやアメリカの
郊外生活者にとってはなくてはならない機能として存在しています。

to be continued

● Chapter 04 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ 関 連 知 識 ≫

----------------------------------------------------------------------------
「ビルイン・フリースタンディング」

----------------------------------------------------------------------------

ビルイン
繁華街や駅前などの商業施設ビルやオフィスビル、ホテルなどの施設内店舗のこと。

ビル自体の持つ集客を享受できるメリットがある反面、管理規約で営業日数や営業時
間の制約を受けるデメリットもある。

フリースタンディング
郊外型のロードサイドなどに多く見られる、独立して建てられる店舗のこと。店舗

面積やレイアウト、営業日数や営業時間などを自由にできるメリットがある反面、建
築費用や外溝などのコストがかかる。

● Chapter 05 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ セ ミ ナ ー 案 内 ≫

弊研究所所長内川昭比古が講演する各セミナーをご案内致します。弊研究所所長
の内川昭比古は経済産業省が国家として公認している唯一のフランチャイズ業界の
総本山である社団法人日本フランチャイズ・チェーン協会の会員サービス部長を
兼務致しております。

----------------------------------------------------------------------------

1．「フランチャイズ加盟無料セミナー」



日 時 2 月 9 日 土曜日 14 時 ～ 16 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズに加盟し独立・開業を検討されている皆様に、
フランチャイズ・ビジネスの基礎知識、加盟のポイント、本部との
上手な付き合い方を紹介。また、弊社のフランチャイズ加盟サポー
トシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

2．「フランチャイズ・ビジネス参入のためのセミナー」

日 時 2 月 22 日 金曜日 13 時 30 分 ～ 17 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ・ビジネスに参入を検討されている方、フランチャ
イズ本部構築をお考えの方に、フランチャイズ・ビジネスの基礎知
識から、参入の手順、本部構築のポイントまで、フランチャイズ･
ビジネスの基本を講義いたします。

参 加 費 24,000 円

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

3．第 24 回フランチャイズ・ショー2008
「フランチャイズ本部構築成功セミナー」
～ 基礎知識から成功のポイントまで ～

日 時 3 月 12 日 水曜日 10 時 00 分 ～ 13 時 00 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古



会 場 東京ビッグサイト会議棟 1Ｆ

セミナー内容 フランチャイズビジネスは参入が容易で、成功の可能性が高いビジ
ネスですが、実際に成功するには基礎知識が欠かせません。そこで、
新たにフランチャイズ本部構築をめざす方や既に本部を立ち上げた
ものの問題をお持ちの方、更には本部機能強化を考えられている方
に対してフランチャイズ本部構築の基礎知識をお伝えします。最新
の業界動向や将来展望、成功している企業の実例を踏まえ、フラン
チャイズビジネスの基礎知識からフランチャイズ本部構築の手順と
その内容などについて、フランチャイズビジネスの第一人者が成功
への秘訣をわかりやすくパワフルに伝授します。ご期待ください。

参 加 費 10,000 円

お問合せ先 日本経済新聞社
http://www.shopbiz.jp/contents/FC/11_093.phtml

● Chapter 06 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 編 集 後 記 ≫

最後までお付き合いいただき、ありがとうございます。

２月３日は節分、そして翌日の２月４日は立春です。寒さはこれからが本番ですが、
暦の上では季節の区切り目、次の春へと向かいます。先人の知恵で、一年をいう長い
期間を四つの季節に分け、十二の月に分け、２４の節気に区切ることで、日々の生活
のリズムを作ってきました。そこには、今まで生きてこられたことへの感謝と、これ
から先の未来への希望が込められています。

われわれビジネスマンにも区切りは重要なファクターです。特に長期にわたる業務
を遂行していく場合、一定期間に区切って進捗を管理する必要があります。どの時点
でどこまでできている、どうなっているというものを一定期間ごとに設置することを
「マイルストーンを置く」といいます。マイルストーンは日本で言う「一里塚」とお
考えください。今までやってきた業務の評価と反省をこれからに生かし、課題や問題
点を解決していくポイントを設定し、そのマイルストーンをいくつか置くことで、長
期にわたる業務を確実に達成させていきます。

先人が季節を区切り、感謝と希望を込めたように、とかく流されがちな日々の業務
の中にも、マイルストーンを置いて業務を区切ってみると、その中にある「感謝」
「評価」「反省」「希望」といった、新しい発見が生まれるかもしれません。

くれぐれもご自愛の程。

※ このメールは以下の皆様に配信させて頂いております。

・ 弊社コンサルタントが名刺交換をさせて頂いた方。
・ 日本フランチャイズ総合研究所にお問い合わせをいただいた方



※ ご意見、ご要望、ご質問は下記アドレスまでご連絡ください。
尚、配信停止をご希望される場合も、下記までご連絡ください。

Mail to: franchise-news@the-franchise.co.jp

発行者：株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

〒102-0083
東京都千代田区麹町４－４ 麹町シャインビル２Ｆ
TEL 03-3511-3755（代）
FAX 03-3511-3754
http://www.the-franchise.co.jp
Mail to: franchise-news@the-franchise.co.jp


